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特 別 委 員 会 調 査 報 告 

 

 平成２３年１２月２６日 

                    薩摩川内市議会 

                    議員定数等調査特別委員会 

                    委員長  石 野 田  浩 

１ 調査事項 

議員定数に関する調査 

２ 委員会の開催日 

２月１５日，３月３０日，４月２７日，５月１８日，６月６日，７月２７日， 

２８日，８月１１日，２２日，１０月２４日，１１月１７日，２４日，１２月

５日，１３日（１４日間） 

３ 調査結果 

⑴ 定数素案の検討 

調査に当たっては，地区コミュニティ協議会との意見交換会で出された議 

員定数に関する主な意見・要望，県内各市・類似団体の議員定数の状況，地 

方自治法における議員定数の取扱いなどを参考に検討を進め，議会基本条例

第２０条第２項の規定に基づき，議員活動の評価等に関して，参考人を招致

して市民等の意見を聴いた上で，定数素案を取りまとめた。また，定数素案

に対しては，パブリックコメントを行い，その意見を基に，最終的な定数案

を決定することとした。 

なお，これらの経過については，これまでの２回の中間報告で詳細に報告

したところである。 

 ⑵ 定数案の検討 

平成２３年９月２１日から１０月２０日にかけて，定数素案についてパブ

リックコメントを実施したが，実施に当たっては，より多くの意見が寄せら 

れるよう，市議会だよりの臨時号を発行するなど市民への周知に努めた結果， 

２６２人から意見が寄せられた。 

寄せられた意見については，分類等を行いながら整理し，これまで本特別

委員会で検討してきた内容等も踏まえ，その意見の取扱いを検討した。 

なお，意見の概要及び意見に対する特別委員会の考え方は，本日，ホーム

ページなどで公表したところである。 

また，パブリックコメントの意見を踏まえ，定数素案の２６人を変更する

必要があるか検討したが，変更するだけの大きな理由が見出せないなどの意

見もあり，採決の結果，起立多数により２６人を定数案とすることとした。 

 ⑶ 定数案 

   定数案について，これまでの調査結果を踏まえて整理すると，次のとおり

である。 

ア 議員定数案 
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    議員定数は，現行の３４人から８人削減し，次期選挙から２６人とする。 

イ 議員定数を見直す理由 

    本市における行財政改革の動向，市政の現状・課題及び将来の予測・展

望，議会機能の在り方並びに議員活動の評価等に関する市民意見等を総合

的に勘案すると，議員定数を見直す必要がある。 

  ウ 議員定数案の根拠 

   （ア） 行財政改革についての視点 

     可能な限り議員定数を削減することにより，市全体の更なる行財政改

革の範となる。 

   （イ） 市政の現状及び課題並びに将来の予測及び展望についての視点 

     他市に比べて，大型事業や重要な懸案事項を抱えているが，自己の能

力を高める不断の研さんによって，少数の議員でも対応することができ

る。 

   （ウ） 議会機能の維持についての視点 

     意見交換会などの民意吸収機能の充実，議会運営上の工夫に努めるこ

とにより，議会機能を維持・充実させていくことができる。 

⑷ 議員定数に関する調査の終了 

   定数案を取りまとめたことに伴い，本特別委員会に付託されている調査事

項の一つである「議員定数に関する調査」を終了することとなるが，本特別

委員会では，この調査結果に基づき議員定数を２６人とする議員定数条例案

を提案することとした。 


